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になった。 1860年以降の所得税統計を基礎とする J.スタンプ JosiahStamp 
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分配局面でおさえている ζ とであるo 第二は，国民所得の総額の測定があくま
でも目的であって， その構成要素には全く注意が払われていないことである。
測定は技術的であって理論的には構成されていない。第三は，間接税を国民所














5) J. M. Keynes，“The Concept of National Income; a suplementary note "， The &0-
nomic JourJ悶 " M町 1940






















カー γ R.F. Kahn，ケイ Y ズのと乗数ミを受け入れて，投資の変動と国民所
得の変動との聞に一定の係数が存在することを実証する。ここでFヲー クは，
ケインスのように総需要函数として理論的に展開してはいないが，事実上，国
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I十Eの均等化の作用は， インフレーショ Yによる価格の騰貴によるか， ま
たは，S+Tの人為的増大によってのみ貫徹する。 ケインズはこの I+Eが
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規制しようとするソィ λ カルポリシーの考え方は，すでに30年代からクイ γズ
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部 CentralEconomic Information Service of the 0伍ceof the War Cabinet 
で行われるようになる。 1940年12月からはそれは経済部 EconomicSectionと
中央統計局 CentralStatistical 0伍ceに分割され， 国民所得推計0作業は中
央統計局に引き継がれ， リチャ ド・スト ンとジェームメ・ミード James
Meadeがケインスーの密援な指導のもとに従事する問。これまでイギリスでは，
統計ほ各省庁でそれぞれ行政目的に応じて個別に作成され， わずかに登録局
General Register 0鼠ceが独自に統計行政をあっかう機関であったが， 中央
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15 直接税 I 22 その他の旅行


















(資料) An Analysis 0]" the Sources 0]" War Fi.nance and &timates of the National 
I配 .omeand Extenditure in 1938 and 1940， HMSO (emd 6261)， 1941， pp. 
10-13 






















































22) J _ E. Mead， R. Stone“The Construction of Tables of National Income. ExpenditL1re， 
Saving and Inve:stment"，且S 叩 mιJournal，J un占 ep.1941 
中村達郎訳，国民所得王出ー 貯蓄および投資に関する諸表の構成. I商業経済論叢」第2日巻
第 1号，昭和国年 6月。



























23) R. & G. Stonc， op. C比



































現行体系が確立する1949年までり過程，とくにそこでのリチヤード・ 1 ト← γ
の来した役割の検討である。第二に，小論での理論的検討は断片的であり，組
み替え基準を明らかにするに到るまでの休系的展開が必要である。第三に，推
計方法の発展とその問題の検討，第四に，会計的手法の導入過程とその性格の
検討がそれぞれ重要である。
「れらの検討はいずれも今後の機会を待つものである。
